
青水増事業報告 第16号 (1987)

昭和60年度 陸奥湾海況予報確立調査
Ⅰ海況 自動観測

三津谷 正 ･高林 信雄 ･姥名 政仁

陸奥湾海況予報確立調査の一環として実施された海況自動観測について､観測12年目(新システ

ム観測 2年目)にあたる昭和60年次 (1985.1- 12)の観測結果などの概要を報告する｡

本年次の観測にあたっては､前年次のシステム更新後そのまま､装置や観測内容について全く変

更することなくシステムを周年運用 した｡従って､装置の概要や観測地点 ･項目･方法などの詳細

については､本誌第15号 (1986.4)を参照されたい｡

システムの運用状況

1 観 測 状 況

システム各装置の保守点検は､従前同様専門業者に委託 し､定期作業､故障修理作業を実施し

た｡このほか本年次には､システム更新工事業者による保証修理作業も多数回実施された｡

システムの稼働状況および観測状況は､第 1表の毎時観測稼働率と観測状況に示すとおりであ

る｡

システム全体の稼働率は86% 台にとどまり､観測期間の短かった前年次と同じく低率であった.

これは､後に述べる自記観測ブイの著しい稼働不良を反映したものである｡

テレメータブイの稼働率は､ブイ別にみて94-97%の範囲でいずれも高率であった｡但 し観測

項目のうちで､平舘ブイの流向 ･流速がセンサーのロータ検出スイッチの不良などにより､相当

期間観測値異常となったために､稼働率が80%以下となったことが目立つ｡次いで､東湾ブイの

気温と風向 ･風速の稼働率が低率となっている｡これは､変換読出装置の気象項目変換部回路の

不具合により欠測 した期間があったためである｡なお､塩分は､ここでの稼働率算出の際には非

稼働ないしは観測値異常としなかったものの､生物付着などによる汚れが観測値におよぼす影響

が大きく､その観測値が低すぎるとみられる期間が相当ある｡

自記観測ブイの稼働率は50-64%の範囲で､全体に著 しく低率であった｡この原因は､すでに

前年次において判明していた自記式水温計の致命的な欠陥､すなわち外笹材料の不良に起因した

本体の変形による漏水､あるいは回路基板不良による作動不能などの障害が全く解消され得なか

ったためである｡

2 障害の発生状況と処置

新システムの主な障害について､その発生状況と処置の概要を､第 2表に示 した｡
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第 1表 毎時観測稼働率と観測状況

観 測 ブ イ 項 目 稼 働 率 (%) 観 測

状 況 ｣㈲水温､塩分は各層とも欠

測日なし㊥ 流向 .流速は15m層で2.19

- 4.1､6.12- 7.2､12.22- 2

3欠測､底層で 1.1.-10､1.16.-2.11

､4.22.-5.6､5.15.-26､ 11.

19ノ-21欠測各項目､各

層ともに欠測日なし@) 水温､塩分は1m､

15m､3Omの各層で欠測日なし､底

層で5.2､3､6欠測㊥ 溶存酸素は30〝‡層で欠測日なし､底

層で5.2､3､6欠測④ 気温は10.23ノ-27､ 11

.14- 30､12.1欠測④ 風向 .風速は9.

6- 11､ 10.23-27欠測1m

層で5.3-10.8欠測､15m層で ∫I.1-3

.7欠測､30m層で4.2- -2.31欠測､底層で4.21.-

30､5.1､ 10.10メ-18欠測

1m層で 1.1-10.9､12.1-31欠測､15m層で 1.I-3.29､ 10.l

l- ll.30欠測､底層で 1.1-3.29

欠測1m層で 10.14- 12.31欠測∴15m層

で 1.1-3.15､ 10.

14- 12.31欠測､底層で3.16- 10.23欠測チレ′メー

メブイ Nhl平 舘

水 温 (項目別 ) (ブイ別

)97.9塩 分

97.8 94.2流向 .流速 79.7

恥4青 森 水 温 98.0塩 分 95

.6 96.9溶 存 酸素

97.9恥6東 湾 水 温 96.7塩 分 96.5溶 存 酸素 97.5 9

6.1気 温 91.

5風向 .風速 94.

3自記戟測ブイ

恥2大 島 水 温 6

4.2恥3川 内

水 温 50.4恥5野辺地 水 温 5

7.6項目別 f

水 温 97.5塩 分

96.6溶 存 酸 素 97.



第 2表 新システムの主な障害の発生状況と処置

装置 障 害 状 況 処
置(項 目) (発生年月)

(概 要 )チレ′メIメブイ (1) 恥6東湾ブ '84.10'84.10'84.10'84.ll'84.12'85.6 センサー係留チェーン着底 '86年

4月､穿孔部分に木イの観測水深 部に穿孔発生oこのため､所 製海

底板設置⊃同5月ブイ周不定(2)各ブイの無 定深度での係留不能となり､

辺の海底状況とシンカーの設観測水

深の維持困難o 置状況調査実施)無応答異常多発､

ブイ～基 '85年 7月､各ブイとも該応答異常(3) 溶存酸素センサーの指示値精度不良(4)流向 .流速 !地局間交信時にマイクプレス 当回路基板 (TMU80Aユニ操作不能となる現象が発生oテレメータ装置の一部回路の不具合が原因oガルバニセル型電極不良oI ロータ回転検出スイッチ不 ツト)交換o'84年11月内に､全

センサー工場修理o'85年3月までに全センサセンサーの作動不良(5) 水温 .塩分 良oI 一部のセンサーについて､ 丁工場修理o同5月に新仕様スイッチ (

無接点方式 )に変更修哩o'85年3月までに全センサセンサーの指示値精度不良(6) 各ブイの標 水温､塩分の両指示値とも低温度条件下での誤差大o白金測温低抗体のレスポンス不良､与塩分セルの温度 ドリフト大ならびに指示値の較正ミスが原因o電池交換

の予定時期より3 一工場修理o'85年6月､各ブイとも空識灯用電源電圧の異常低下 カ月余り早く放

電終了o



(第 2蓑 つ づ き)

装置 障 害 状 況 処
置(項 目 ) (発生年月)

(概 要 )チレ′メIメブイ (7) Nh6東湾ブ '85.9 '85年 9月､10月､11月に 障害畢

生の都度､予備の回イ変換読出装 気温と風向 .風速に欠測発生o路

基板または変換読出装置と置の作動不良 変換読出装置の気象項目変換部回路の不具合が原因

⊃ 交換､不良品を工場修理o自記戟測ブイ (1)自記式水温 '84.10'84.10'85.5'85.10'85.10 外優材料 (山C-

901ナイ '85年 5月までに全数を工計の漏水(2) 自記式水温 ロン)の吸水変形により､水温計内部に漏水oエラー発生率が高く

､実装 場修理o'85年 5月までに順次工場計のデータ収 期間

中ほとんど欠測状態とな 修理､修理後も欠測発生oこ集不良(3)各ブイ浮標 l

る水温計が続出O電源回路や のため'86年 5月に全数新規

ADコンバータ回路の不具合 製作､実装試験後､､同10月以およびフレキシブル基板の欠陥が原因o電気腐食によ

り､浮標灯の 降新水温計に切換えo'85年10月までに､各ブイ灯

の腐食､漏 主に電池ケース部に孔食が発 とも孔食部にFRPパテ充填水(4) 超音波自動 生､漏水o水中切離機が電気腐食によ 補修､新たに防食板取付けo'86年 7月に全体を新替えo'85年10月にぬ 2大島ブイ

切離装置の水 り異常に腐食､特に恥 2大島 分､'86年 1月に

Nh5野辺地中切離機の腐 ブイで著 しく再使用不能o ブイ分を新替え

､また各ブイ負(5) センサ一系 このほか､'86年

2月には ともに防食板を大型化,恥 3川内ブイで切離機の作動 Nh3川内ブイ作動不良分に

不良により､一時的にセンサ ついては､ '86年 4

月に回路-回収不能o 部のみを交換o係留索のシャックル類が電 '86年 1月ま



(第 2表 つ づ き)

装置 障 害 状 況 処 置

.(項 目) (発生年月)

(概 要 )中継局 (1) 無線送受信 '84.ll 所定時刻外の送信動作多発⊃ スケルチを再

三詞.整後､'84機の誤動作 環境温度変化による無線送受 年1

1月にテレメータ箇体内に信機のスケルチずれが原因

と推宝o ヒータ取付けo■基 (1) ラインプリ '84.10'85.1 ラインプリンターのハンマ '84年11月にハンマ駆動回ンクーの動作異常(2)磁気テープ マグネット回路でエレクトリカルチェックエラーが間歓的に発生､原因不明o磁気テープ装置のアンロ

ー 路基板交換o障害発生の都度､テンシヨ地局_.._ヾフ~一メ処哩 装置の動作異 ド動

作中にテンションワ一二 ンバランス､スプリング強度常(3) 定型処理プ ングがしばしば発生､原因不 など調整o '86年 3月にモー明oOS/APLモード移行時 ジョンコントロール回路基板交換､同4月にマシンリールモータ

およびワ-ニングセンサー交換)'85年中に3､5､8､11ログラムの

エ の誤動作や､各処理プログラ 12月の5回､'86年2月に 1装 ラーI(4)統計処理プ ･ム単位のバグ､あるいは仕様 回､計 6回にわたり､一部機置 不適合などが相次いで判明o若干の処理プログラ中 こバ 能変更を含むプログラム修正を

実施o



テレメータブイの障害のなかで特筆されるものは､東湾ブイでセンサー係留チェーン着底部に

穿孔を生じたことであるOこのため､同ブイの15m層以深の観測層の所定深度での観測が困難と

なり､特に海底上 1m層の溶存酸素観測値は､その低下時期には保守作業の都度の設置深度の深

浅に伴いかなり大きく変動 したようである｡この障害は､1986年12月に発生 したセンサー流失と

いう重大な事故の直接的な原因となったことを付記 しておく｡次には､標識灯用電源電圧の異常

低下障害があげられる｡この障害については､処置後にも仕様交換周期より短期間のうちに電池

の放電終了が確認されたため､ひきつづき原因追究中である｡

自記観測ブイの障害は､いずれも海洋観測ブイとしての根本的な機能を損ないかねない重大な

ものであり､装置の運用上､非常に危険であった｡このうち､自記式水温計のデータ収集不良に

ついては､種 工々場修理を施 したものの解決できず､ついに1986年に到 り全数を全く新たに製作

しなお し交換することになった｡

観 測 結 果

1 観 測 結 果 表

観測結果は､章末に ｢陸奥湾海況自動観測結果表 (1985年 )｣として一括掲載 した｡この結果

表は､システムのデータ処理機能により作成される各種の図表から､各観測項目の半句別代表値

としてその平均値や極値などをぬきだし､月別の表に収録 したものである｡

2 観測結果の概要

観測結果から､1985年における海況の推移の概況を以下に述べる｡気象項目については図表を

掲げるにとどめた｡本文中に挿入 した図表は次のとおりである｡

(参照図表 )

第 1図 半句別平均水温の累年平均偏差の推移

第2図 湾口部恥 1平舘ブイの観測結果

第3図 西湾側恥 4青森ブイの観測結果

第 4図 湾央部北部.% 6東湾ブイの海況項目の観測結果

第 5図 湾央部南部.%2大島ブイの観測結果

第 6図 乗湾側南部恥 5野辺地ブイの観測結果

第 7図 東湾側北部.%3川内ブイの観測結果

第 8図 湾央部北部.%6東湾ブイの気象項目の観測結果

第 3表 〝 観測による風と気温の月別特性値

なお､上記の図には､欠測あるいは観測値異常のためにデータの欠落部分がある｡従って観測

項目によっては､その推移が必ずしも明確でないこともあるが､このことについては､本文中に

おいて特にことわらない場合もある｡

(1) 海 況 の 推 移

1985年全般における海況のなかで目立つこととしては､

@) 1月の低水温および8月～9月の高水温推移

㊥ 7月に湾口部中層で､過去観測の最高流速を上回る流れが発坐
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㊥ 8月～9月の湾央部底層水の低酸素化

などがある｡月別の海況の概況は次のとおりであった｡

1985年 1月

湾全体で全般に､平年より著 しく低温に推移 した｡

水温は全般に低下しつづげ､月内に湾口部と西湾側で2.5℃､湾央部で2- 3℃､東湾側で

3℃ほど降温 した｡月末には湾口部8.5℃､西湾側 5.5℃､湾央部南部5℃､湾央部北部 3℃

台､東湾側 2.5℃となった｡各海域ともに鉛直差はほとんどなく､湾全体としては冬季低水温

期に特有な西高東低分布していた｡月間最低値は､湾央部北部に位置する東湾ブイの表層で29日

に7.73℃を観測 した｡平年 (平年値は '74- '84年の過去観測平均 )にくらべると､湾口部で

月内全般に1℃以上低く､西湾側と湾央部では月末近くまで 1- 2℃ないしはそれ以上低めに､

東湾側ではより低温傾向が強く､月内全般に2℃以上ときには3℃近くも低めに推移した｡

湾口部表層の塩分は､月内全般に変化があまりなく34.0(実用塩分 )内外で推移 した(他海

域では観測値異常のため不明 )0

底層の溶存酸素は､西湾側で月内に8.5- 8.9押皿(飽和度87-89%)の範田.湾央部北部で

同じく8.ナ～ 9.3押皿(飽和度84-87% )の範囲で､あまり変化なく推移した｡

湾口部中層の流れは､月内全般に微弱ながら南下流優勢に推移した(底層は観測値異常のた

め不明 )｡

2 月

水温は湾口部を除き上旬半ば前後に一時的に上昇､その後も全般に比較的昇降変化が目立っ

た｡湾口部の上層では月内全般に7℃内外でほぼ横ばいに推移し､底層では4- 7℃の範囲で

昇降変化した｡西湾側と湾央部南部では月末までに4.5℃～ 5℃まで降温､湾央部北部では 1

℃台から4℃近くまでの範囲で昇降変化した｡また東湾側では南部で 2℃近くから5℃の範囲

で昇降変化した0月間最低値は前月同様､湾央部北部の東湾ブイの表層で5日に1.22℃を観測 し

た｡ I℃台の低温水塊は､湾央部から東湾側にかけての北部寄りに分布した模様っ西湾側上層

と東湾側表層では､月内に平年並みの範囲まで回復 した｡ しかし､外海水 (津軽暖流水 )の影

響が強く､通常高温水が分布する湾口部と西湾側底層にかけてはひきつづき平年より低温に推

移した｡

塩分は､湾口部では月内に34.0-34.1まで徐々に上昇､底層には34.2台の高塩分水もみられ

た｡西湾側では月内全般に34.0内外､湾央部北部では33.8-34.0の範囲で上下変化 した｡
I

底層の溶存酸素は､西湾側でわずかながら上昇傾向がみられ 8.5- 9.2PP(飽和度 86- 91

% )の範囲､湾央部北部では9.O- 9.3PPn(飽和度84-88% )の範囲で前月と大差なく､横ば

い気味に推移した｡

湾口部の流れは､中層で月前半に南北流ともやや強勢化､底層では中旬末唄に北流強勢とな

った模様｡月内に収集できた観測値のうちの最高流速は､底層で 5日に観測 された0.32m/S で

あった｡
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3 月

水温は､湾口部上層では月内全般に6.5℃内外で横ばい気味に､底層では前月同様 4-7℃の

範囲で昇降変化した｡西湾側では中旬すぎから昇温し､月末には表層の6℃近くから底層の5.5

℃の範囲となった｡湾央部南部では月内に1℃以上昇温し､月末には5.5℃内外､同北部では月

初めの2℃台から月末には4℃内外まで順調に昇温した｡東湾側南部では月内に1.5℃ほど昇温

し､月末には北部､南部ともに4℃内外となった｡依然として湾口部各層と西湾側底層で平年よ

り1℃内外低温だったが､このほかの海域では平年並みに近い範囲で推移した｡

塩分は､湾口部と西湾側では月内全般に34.0内外ながらしだいに低下傾向となり､湾央部北部

では月半ばにかけて上昇､その後再たび低下 し月末には33.7-33.8の範囲となった｡

底層の溶存酸素は､西湾側で月内に8.4- 9.4pp皿(飽和度84-950/a)､湾央部北部で8.5-

9.2押皿(飽和度82-86% )の範囲で､それぞれ多少変化しながらしだいに低下幌向となってきた.

湾口部底層の流れは､やや北流優勢という傾向であったが月内全般に弱勢に推移した(中層は

観測値異常のため不明 )0

4 月

水温は月内に上昇傾向が強まり､湾口部の中層以残で2℃近く､底層で 1℃ほど､西湾側では

表層で 4℃近く､中層以深で2-3℃ほど､湾央部南部の中層以残で4℃以上､同北部では表層

5℃､中層 2-4℃､底層で2℃､また乗湾側南部では表層 4.5℃､中層 4℃近く､同北部の中

層以深で3- 4℃ほどそれぞれ昇温 して､月末の水温は次のようになった｡

湾 口 部 :

西 湾 側 :

湾央部南部

〝 北部

東湾側南部

〝 北部

表 ･中層で9℃内外､底層8℃内外

表層 9℃台､中層 8℃台､底層 7℃台

表層9.5℃､中層 8.5℃､底層は欠測 したため不明

表層9℃､中層 8℃内外､これより以深は上層よりかなり低く5℃内外

表層9℃近く､中層 8℃近く､底層は欠測 したため不明

表層は欠測 したため不明､中層 8℃内外､底層 7℃内外

月内には各海域ともにほぼ同水温となり､しだいに鉛直差が拡大 してきたC平年にくらべると

湾全体の下層で低めの水温が続いたが､上層では順調に昇温したことにより平年並みないしは高

め気味に推移した｡

塩分は､湾口部では表層で中旬にかなり低下 した後上昇回復､底層では月内全般に低下して､

月末には表層33.8内外､底層で34.0内外となったO湾央部北部の表層では月初めの33.8から月末

には32.9内外まで低下 した(このほかは観測値異常のため不明 )0

底層の溶存酸素は､西湾側では月内全般に低下気味でかつ上下変化がやや大きく､7.9-9.4

pn(飽和度80-95% )の範囲､湾央部北部でも同様な傾向がみられ8.2-9.0p(飽和度81-91

% )の範囲で推移した｡

湾口部の流れは､中層では上旬前半が商流強め､中旬には ｢やませ風｣により一時的に北流

が強まり､下旬後半には再たび商流強勢となった｡月間最高流速は15日と27日に0.34%を観測し

た8底層では中旬まで全般に弱勢で南北交互流が多く､卓越した傾向はみられなかった(下旬は

観測値異常のため不明 )0
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5 月

水温は5月に入り上昇傾向がなお強く､湾口部の中層以残で4℃､底層で3℃以上､西湾側の

各層ともに3℃以上､湾央部南部では中 ･底層ともに4℃近く昇温し､同北部では表層4℃､中

層でやや大きく6℃､底層では月前半停滞気味ながら後半に3℃ほど昇温 した｡また､東湾側南

部では中層以残で4℃､同北部の中層以深で 5℃以上昇温した｡月末の水温は次のとおりであっ

た｡

湾 口 部 :

西 湾 側

湾央部南部

〝 北部

東湾側南部

〝 北部

表 ･中層で13℃内外､底層では日内変化大きく7- 9℃の範囲

表層13℃､中層11-12℃の範囲､底層10℃内外

表層は欠測 したため不明､中層12.5℃､底層 9℃内外

表層13℃台､中層11-12℃の範囲､底層8℃台

表層13℃､中層12℃､底層は欠測 したため不明

表層は欠測 したため不明､中層12.5℃内外､底層11℃台

平年にくらべると､月内に下層の低温慎向も解消されて､海域によっては 1℃ほど高めのとき

もあり､湾全体全般に平年並みから高め気味に推移した｡

塩分は､湾口部の表層で月半ば頃に33.1近くまで低下後月末には33.5まで上昇､底層でも同様

に月半ば頃を境に上下変化大きく月末には高塩化し34.1内外となった｡西湾側では月末に表層

33.3､中層33.4-33.5､底層33.8内外であった｡また､湾央部北部では各層とも月内にかなり低

下 し､月末には中層33.1-33.3､底層33.4となった｡

底層の溶存酸素は､西湾側では中旬末までに6押皿台(飽和度70% )まで低下 したが､月末近く

には外海水由来の相対的に低温､高塩な水の分布とともに8.7WD(飽和度98% )まで上昇 した.

湾央部北部では中旬末頃から低下傾向が強まり､月末には7.5押皿(飽和度80% )内外となり中層

との差もしだいに拡大 した｡

湾口部の流れは､中層で例年になく南流が卓越し流速も大きく､28日には5月としては過去観

測最高の0.56n/Sの月間最高流速を記録した(底層は観測値異常の期間が相当あるため不明 ).

6 月

6月には､陸奥湾の海況変動を左右する気象条件と外海水 (津軽暖流水 )との交流という二つ

の要因の影響が顕著にあらわれ､かなり特異な変化が目立った｡

水温は､上旬から中旬にかけて続いた ｢やませ型｣の天候を反映し､一時湾全体の上層でかな

り降温 した｡また､同時期の下層では外海水由来の低温水の分布域が広まり東湾側にもおよび､

停滞ないしは降温した｡その後月末にかけては湾全体に順調に昇温 した｡月内には､湾口部の表

層で4.5℃､中層以深で3℃､西湾側の表層 4℃､中層以深で2.5- 3℃､湾央部南部の中層 4

℃近く､底層 2℃､同北部の表層で4℃､中層 3℃以上､底層で 1.5℃ほど昇温した｡東湾側で

は､南部の表層で4℃､中層 3℃以上､北部の中層以深で4℃以上昇温した｡月末の水温は次の

とおりであった｡

湾 口 部 :表層16-17℃､中層13-15℃､底層では日内変化大きく10-13℃

西 湾 側 :表層17℃､中層13℃内外､底層11℃

湾央部南部 :表層は欠測 したため不明､甲層14℃内外･底層9℃内外

- 9-



湾央部北部 :表層16.5℃､中層では日内変化大きく14-16℃､底層 9℃

東湾側南部 :表層17℃､中層13.5℃､底層は欠測 したため不明

〝 北部/:表層は欠測したため不明､中層16℃内外､底層10℃内外

平年にくらべると､月半ば頃を中心に湾全体で 2℃近くも低めに推移したが､その後は東湾側

底層を除き月末までに平年並みの範囲まで回復 した｡

塩分は､湾全休に上層で低塩化が続いたが､下層では水温同様､外海水由来の高塩水の分布に

ょり上昇傾向が強く､特に東湾側では急上昇 した｡湾口部の底層では月半ば頃まで上昇､その後

低下気味に推移 し月末には34.0内外となった｡西湾側の表層では中旬末までに32･2台まで低下 し

月末には33.2内外､中層では月初めの33.4-33.5から月末には33.9内外まで上昇､底層も月末に

は34.0となった｡湾央部北部では､中層以残で月末までに33.0まで低下､底層では月初めの33･3

-33.4から月末までには34.0内外まで上昇 した｡

底層の溶存酸素も､西湾側では月内全般に上昇 し､月末には 9押皿台 (飽和度 110%内外 )とな

った｡湾央部北部では中旬末までに8押皿台 (飽和度90% )まで上昇､日内変化も増大 したが､そ

の後低下 しつづけて､月末には7.1- 8.1押皿(飽和度78-89% )の範囲となった｡

湾口部の流れは前月にひきつづき全般に強勢に推移した模様で､底層では月内を通し商流が卓

越 し流速も比較的大きく､月間最高流速は3日に0.41rrvrsを観測 した(中層は観測値異常の期間

があり不明 )0
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第3図西湾側Nh4青森ブイの観測結果

上段か ら順に､
半句別平均の水温および塩分､
半句別

最低の溶存酸素の各層の経時変化を示す｡
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7 月

水温は､月前半内には特に湾央部と東湾側の下層で昇降変化が目立ったが､19日の梅雨明け後

からは湾全体の上層の昇温傾向が一段と強まるなど､例年同様､総じて海況が急変した｡月内に

湾口部では各層ともに5- 6℃､西湾側の表層で7.5℃､中層 7℃近く､底層5℃､湾央部南部

では中層で 6℃以上､底層 5℃､同北部では表層 5.5℃､中層 4℃以上､底層で4.5℃はど昇温

した｡また東湾側では､南部の表層で 8℃近く､中層 7℃近く､北部では中層 6℃､底層で8.5

℃ほど昇温した｡月末には､表層が湾全体に22℃内外､中層が同じく19-20℃､底層では海域に

よっては日内変化が大きく､湾口部で12-19.5℃の範囲､西湾側で12-15.5℃の範囲､湾央部南

部で14℃近く､同北部12.5-15℃の範囲､東湾側北部では18℃内外(同南部は欠測したため不明)

となった｡平年にくらべ月内を通して高低差が大きく変化したが､湾全体で全般的にみると概ね

平年並みに近い範囲で推移 した｡但 し､東湾側の底層では月末近くに一時､平年よりかなり高め

となることもあった｡

塩分は､湾全体の上層で特に低下憤向が強く､月内に湾全体の中層以残で 1.5- 2ほど､底層

でも0.4-0.6低下 した｡月末には湾口部の表層で32.7､中層33.0内外､底層では日内変化大き

く33.2-34.2の範囲､西湾側で表層32.3内外､中層32.5､底層33.9内外､湾央部北部の表層32.5

内外､中層32.9､底層33.3-33.7の変化範囲であった｡

底層の溶存酸素は､西湾側では中旬初め唄に一時 6押皿台 (飽和度80% )まで低下したが､回復

後は横ばい気味に推移した｡上層の水温上昇､塩分低下に伴い成層化が進んだ割には低下せず､

月末には7.5押皿(飽和度90% )内外であった｡湾央部北部でも西湾側同様中旬内に大きく上下変

化 し､月末には月初めより高い7wn(飽和度80% )内外となった｡

湾口部の流れは､中･底層とも月内全般に南下流が優勢に推移した｡特に中旬末頃から著 しく

強勢化し､26日には中層で過去観測の最高流速を上回る0.86rrv(Sの流れを観測 したOなお､この

強流時期の流れと水温､塩分の対応をみると､上層の水温､塩分は15m層での南下流卓越､強流

化とともに鉛直的にほぼ一様となり､見掛け上､西湾側上層水と同水準の高温､低塩な特性をも

っていた｡これに対 し､底層では中層にくらべ南北方向に周期的に変化する流れが強く､下層で

はその南北変化にほぼ同時的に対応する水温､塩分の著 しい変化がみられた｡この対応には､南

下する水が低温､高塩､北上する水が高温､低塩という特性がみられ､その差は水温で8℃､塩

分で1以上におよんだ｡下層においては､この時期の湾内の成層構造を考慮すれば､南下する水

が外海水 (津軽暖流 )由来水､北上する水が湾内水であったとみられる｡

8 月

水温は猛暑となった気象条件を反映 し､上層を中心に平年より著しく高水温となった｡上層で

は､湾全体に上旬内ないしは月半ば頃までにかけて前月末よりさらに3- 4℃も昇温 して､表層

25-26℃､中層でも23℃以上の高水温となり､その後も降温することなく推移 した｡最高水温は

11日に湾口部平舘ブイの表層で過去観測の最高値を上回る28.ll℃を記録 した｡下層では､低温

な外海水由来の低温水が分布したことにより下旬前半に一時準温 した海域もあり､この時期とし

ては比較的昇温憤向が鈍く､月内に3-4℃の昇温にとどまった｡月末には､湾全体 の表層 で

25.5-26℃､同じく中層で24-25℃､底層では湾口部と西湾側で日内変化大きく､それぞれ14-

- 14-



24℃､15-19℃の範囲､湾央部南部16.5℃､同北部で14℃台､東湾側では北部で18℃内外 (同南

部は欠測 したため不明 )であった｡平年にくらべると､上層では上旬以降 2- 3℃も高い水温が

つづき､日平均水温23℃以上の日数も過去高水温年の '75､ '78年の両年に匹敵する状況であっ

た｡一方､下層では湾全体全般に平年より低め気味に推移 した｡

塩分は､湾全体の上層で上旬後半ないしは中旬以降に上昇傾向が顕著となり､月内に0.5- 1

ないしはそれ以上上昇 した｡下層でも湾口部と西湾側では全般に上昇 しつづけたが､湾央部北部

では中旬まで全般に低下､下旬前半には外海水由来の高塩水が分布してきて一時的に34.0内外ま

で上昇､月末にかけては再たび低下 した｡月末には､湾口部で各層ともに日変化大きく､表層

32.L8-33.8､中層33.3-33.8､底層33.8-34.2の範囲､西湾側では表層33.0内外､中層 33.3-

33.5､底層33.8-34.2の範囲､湾央部北側では中層以残で32.7-32.8､底層33.6内外であった｡

底層の溶存酸素は､西湾側では中旬までほぼ横ばい気味に推移した後上昇 して､月末には 7押m

(飽和度90%台 )となった｡一方､湾央部北部では8月に入り低下の度合が大きく､中旬までに

4押m(飽和度50% )内外まで低下 した｡その後､下旬前半には外海水由来の低温､高塩な水塊の

分布とともに一時的に上昇 したものの､月末には日内最低値で2.3wn(飽和度28% )まで低下 し

た｡この状況は､過去の湾央部南部の大島ブイ観測でみられてきたように､陸奥湾の底層では鉛

直混合が海底近 くに達する直前に最も低酸素化するという傾向にくらべ､その時期が1カ月程度

も早まった特異なものであった｡

湾口部の流れは､月内全般に中層で南北流ともに強 く､底層では商流が卓越 した｡月間最高流

速は8月としては過去観測中最も大きく､中層で19日に0.74rr/S､底層では12日に0.52nv(Sを観

測 した｡
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第6図 東湾側南部Na5野辺地ブイの観測結果

半句別平均水温の各層の経時変化を示す｡1385 2 3 4 5 6 78 9 10 l



9 月

水温は､湾全体の上層で9月に入り低下 しはじめ､上旬すぎまでに表層から30m層まで24℃内

外の同一水温となり､月内に3- 4℃降温した｡底層では湾全体に月半ば頃までに4℃以上も昇

温したが､その後は水深の浅い東湾側北部を除き､上層より2- 4℃も低温のまま月末にかけて

降温した｡月末には､湾全休の30m層以残で22℃台､底層では日内変化の大きな海域が多く､湾

口部で14-16℃の範囲､西湾側で15-17℃の範囲､湾央部南部で15.5℃内外､同北部14-16℃の

範囲､また東湾側北部では21℃台(同南部は欠測 したため不明 )であった｡平年にくらべると､

湾全体に上層で2℃内外も高く前月来の高水温傾向が続いたが､しだいにその度合も弱まり､月

末には1℃内外上回る程度となった｡底層でも月半ば頃には湾全体に一時平年より2- 3℃も高

めとなったが､月末近くには東湾側北部を除き平年より低温となった0

塩分は､上層では湾口部と西湾側で月半ば頃まで多少上下変化しながらも低下気味に推移し､

その後上昇､湾央部北部では月内全般に上昇 した｡各海域とも､水温より遅めの月半ば頃までに

表 ･中層で同一塩分となった｡一方､下層では湾全体全般に上下変化が大きく､中旬末まで低下

推移後上昇 した｡特に湾央部北部では､下旬内に1以上も急上昇 した｡月末には､湾口部の中層

以残で33.5内外､底層34.1内外､西湾側の中層以浅33.4､底層34.0､湾央部北部では中層以浅

33.2内外､底層34.1内外であった｡

底層の溶存酸素は､西湾側､湾央部北部ともに月内に年間で最も低下 した｡西湾側では月半ば

頃を境に大きく上下変化し､15日には4.6押皿(飽和度64% )の最低値を記録したoその後は順調

に回復 し､月末には7wn(飽和度85% )内外となったO湾央部北部では､1日に2.1WD(飽和度

25% )まで低下していたが､同日夜半に通過した台風の影響により海水混合が深部にも及んだ模

様で､一時的に30m層で低下､底層で上昇という変化がみられ､底層では4- 6wD(飽和度50-

70% )の範囲まで回復 した｡その後再たび低下幌向が顕著となり､24日と25日には月内最低値と

なった1.5wn(飽和度19% )まで低下 したo しかし､26日以降は低温､高塩な水塊の張り出しと

ともに3- 7p (飽和度40-80% )の範囲で変化するようになり､月末の日内最低値は4.9押皿

(飽和度61% )まで回復 した｡

湾口部の流れは､中層では上旬内に商流強勢､下旬には逆に ｢やませ風｣を反映し北流が卓越

し強勢に推移した｡底層では前月にひきつづき月内全般に商流が卓越し､特に下旬には中層とは

逆に一層商流が強勢となった｡月間最高流速は中層で 2日に0.65Tr/S､底層で 1日に0.3鮎1/Sを

観測 した｡

10 月

水温は､上層では全般に低下 しつづげ､月内には湾全体でみて3- 5℃はど降温した｡底層で

は東湾側を除きなお大きく昇降温変化しながら上昇気味に推移 した｡中旬すぎまでには各海域と

もに表層から底層まで同一水温となり､また､降温がすすむにつれ海域差を生じて西高東低分布

し､月末にはその差が最大1.5℃まで拡大 した｡月末には､湾口部で18℃内外､西湾側17.5℃､

湾央部南部17℃台､同北部16.5℃､束湾側では南部､北部ともに16℃台であった8平年にくらべ

ると､月前半内に一部海域の底層で1℃ほど低く､また月半ば前後には湾口部各層で1℃内外高

めとなったが､湾全体全般には平年並みないしは高めに推移した｡
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塩分は､湾口部では各層ともに月初めから下旬前半にかけて低下後､月末にかけて上昇､西

湾側でも同じく月半ばまで低下､その後月末にかけてはほぼ横ばいに推移 した｡湾央部北部では

上層で月内全般に上昇気味に､底層では中旬まで大きく上下変化しながらも低下推移 した｡水温

同様､各海域とも中旬すぎまでに表層から底層までほぼ同一塩分となり､西高東低分布傾向とな

った｡月末には､湾口部で33.4-33.5､西湾側33.4､港央部北部33.1であった｡

底層の溶存酸素は､西湾側では月初めに低下後中旬すぎまで上昇､その後も徐々に上昇がつづ

き､月末には7押皿(飽和度90% )台となった｡湾央部北部では､中旬末まではなお目内変化が大

きく上下変化がつづいたが､水温､塩分同様､中旬すぎまでに上層と同水準となり､月末には月

内最低値で7.5押皿(飽和度94% )以上となったO

湾口部の流れは､中層では月前半内に一時､ ｢やませ風｣による北流強化､その後に商流が以

前より一層強まるという推移がみられたが､下旬には弱勢化した｡底層では上旬内は商流が卓越

し強く､月半ば前後は南北流ともに比較的強勢となったが､中層同様､下旬には弱勢化 した｡月

間最高流速は､中層で7日に0.47Tr/S､底層で4白に0.34rr/Sを観測したo

11 月

水温は､湾口部で商流が強勢となった下旬前半に一時､湾口部と西湾側および湾央部で昇温な

いしは横ばい気味に推移した｡このほかは低下 しつづげ､月内には､湾口部から湾央部南部にか

けて4℃内外､湾央部北部で6℃近く､東湾側では4.5℃はど降温した｡月末には､湾口部と西

湾側で14℃内外､湾央部南部では中層以残で13℃台､底層で低くll.5℃､同北部で11℃近く､東

湾側では南部､北部ともに12℃近くであった｡平年にくらべると､月内全般に湾央部以西の海域

で高く､矧 こ湾口部では月後半に1- 2℃高めの水温となった｡東湾側でも平年並みないしは高

め気味に推移 した｡

塩分は､湾口部では月内全般に低下 し､西湾側では徐々に上昇､湾央部北部では表層で横ばい

気味に､底層ではわずかながら低下推移した｡月末には､湾口部と西湾側で33.5内外､湾央部北

部では表層33.2-底層33.1の範囲であった｡

底層の溶存酸素は､西湾側､湾央部北部ともに､月内全般に徐々に上昇 しつづけた｡月末には

西湾側で 7.7p (飽和度92% )､湾央部北部が8.4P(94% )であったo

湾口部の流れは､下旬前半に特異的に中 ･底層とも南下流が卓越し､著 しく強まった｡この前

後は弱勢であった｡月間最高流速は､中層で23日に0.63rr/S､底層でも同じく23日に0.54TTVIsが

観測され､11月としてはいずれも過去の観測を上回った｡

12 月

水温は､湾全体に上旬内ないしは中旬初め唄まで横ばい気味に推移し､その後やや降温憤向が

強まった｡月内には､湾央部南部で6℃近く､そのほかの海域では4- 4.5℃降温した｡月末に

は､湾口部で10℃台､西湾側 9℃台､湾央部南部 9℃近く､同北部 7℃､東湾側では南部で7.5

℃内外､北部で7℃となり､西高東低分布の差は3℃を超えるようになった｡平年にくらべると

前月同様､湾口部の高温慎向が目立ったが､このほかの海域では全般に平年並みないしは低め気

味に推移 した｡

塩分は､湾全体全般に上昇幌向で推移し､月内に0.2- 0.3ほど高塩化した｡月末には､湾口
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部で33.6-33.7､西湾側33.6内外､湾央部北部33.4内外であった｡

底層の溶存酸素は､各海域とも月内全般に上昇 しつづけた｡月末には､西湾側で8.1押皿(飽和

度89% )､湾央部北部が8.7押皿(飽和度92% )であった｡

湾口部の流れは､中層では上旬末と中旬末頃にそれぞれ商流が強まったが､これら前後の時期

は周期的な南北交互流となり弱勢に推移した｡底層でも上旬末に一時強い商流を生じたが､以後

月末にかけては微弱な流れであった8月間最高流速は､中層で9日に0.44rr/S､底層でも同じ9

日に0.33TT/Sを観測 した｡

第 3表 湾央部北部恥 6東湾ブイ観測による風と気温の月別特性値

区分 風 速 最 多 風 向
気 温最 高 平 均 風 向 出 現 率 平均風速

最 高 最 低 平 由(m/see) (也/see)(16方位 ) (%) (m/S

ec) (℃) (℃) (℃)1月 20.5 9.8 WNW

35.7 19.9 3.9 -8.4 -2.72 19.1 8.1 WNW 29.6 10.9 3.8 -4.3 0.

13 15.3 6.4 W 28.6 8.7 7.3

-4.4 1.84 18.9 4.9 W 16.4 7

.9 14.7 1.2 6.85 14.7 4.8 W 2

2.8 6.0 20.4 5.3 ll.86 12.6 4

.5 ESE 25.4 5.6 21.3 9.1 14.47 13.4 3.9 W 23.2 5.0 29.3 14.0

19.58 ll.2 3.6 ESE 17.0 5.1 3

0.9 19.4 24.99 21.4 5.1 SE 16.

9 6.0 30.4 15.3 20.510 18.4 6.4

W 20.2 9.1 20.8 9.2 15.6ll 16.8 8.
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第8図湾央部北部恥6東湾ブイの 気象項目の観測結果

上段から順に､
年間の風向頻度と風向別平均風速
､
0-23時日界の

月平均風の経時変化
､
半句別平均気温 の経時変化を示す｡



陸奥湾海況自動観測結果表

()985%)

この結果表は､海況自動観測結果として作成される各種図表のうち､定型処理による月報と統計

処理の方向別頻度計算結果表から､各観測項目の半句別代表値とすべきデータのみをぬきだし､月

別に整理 したものである｡

1 データについて

観 測項 目 代 表 値 内

容水 温塩 分気 温 半句平均値 0-23時日界の日平均値から求めた半句

別の平均溶 存 酸素 半句最低値 0-23時日界の日最低値から求

めた半句内最低流向 .流速風向 .風速 t半句最高流速 (風速 ) 0-23時日界の日最高値か
ら求めT=半句内最高I半句平均流速(風速 ) 0-23時日界の日平均

値から求めた半句別の平均半句最多流向(風向 )I半句内の全ての毎時データから求めた､半句別の最多流向(風向 )とその出現頻度および平均流

速 (風速 )2 記

号 につ い て空白欄 :非観測:欠測あるいは半句内の全

てのデータが異常値とみられる場合｡日 :代表値を求めるとき､日の値 (平均､最高､

最低 )の欠測扱いの日数が半句内日数の20%を超える場合を示し､代表値はそれ
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腰
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用 ) 溶 存 酸 素･半ô7 急 低 , 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :16万位､流速 :m/sec) El気 温(半管 琴) 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16万位､風速:m/see)
風 速 最 多 風向15 m 底 層流 速 最 多流 向

流 速 最 多 埼向lm Ism 30m 底層 1 m 15 m 30 m 底 層 So n 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現#殉 平均流速 半句最高 半

句平均 流 向 出現率絹 平均流速 叢憲 章易 風 向 誤 認仙 l 1 9.8 9.9 9.9 9.7 33.93 - -

- 0.27 0.04 S 14.2 0.ll - - - - -2 8.9 9.0 9.1 9.0 33.96 - - - 0.18 0.04 N 22.5 0.03 - - - -

-3 8.0 8.1 8.1 6.9 33.98 - - - 0.23 0.O4 S 31.6 0.07 0.20 0.05 NNE
18.7 0.08平 舘 4 7.9 8.0 8.0 7.5 34.01 - - - 0.18

0.03 SSW 24.6 0.04(0.O7)(0.02)SSW 25.0 0.015 7.9

8.0 8.1 7.9 33.99 - - - 0.34 0.05 S 33.3 0.08 - - - - -6 8.0 8.1 8.1 7.8 33.97 - - - 0.41 0.06 S 35.0 0.08 - - - - -仙4青 森 123456 6.77.26.25.45.I5.5 6.87.36.35.55.25.6 6.77.16.25.55.25.5 6.76.86.35.55.25.5 87,8.487.8.487,8.687.8.787.8.887.8.7

I旨i ● i仙6 l 5.2 5.2 5.1 5.0 - - - - 87.8.785.

8.7 一一2.6 14.9 9.4 WNW 48.3 ll.12 4.3 4.4 4.3 4.1 - - - - 86,8.885,8.

7 - 2.1 16.9 7.7 W 37.5 8.53 4.2 4.3 4.2 4.1 - - -

- 87,8.885.8.8 - 2.2 20.5 ll.9 W 36.8 12.4東 湾Jh2大 島恥3川 内Iも5野辺地 4 2.7 2.8 2.8 2.7 - - - - 86,9.184.9.I - 3.0 19.7 10.1 WNW 37.8 ll.15 2.9 3.0 2.9 2.8 - - - - 86,9.185,9.I
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用 ) 溶 存 酸 素･半ôT悪 低 , 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :16万位､流速 :m/see) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16方位､風速 :

m/see)Is m

底 層流 速 最 多流 向 流 速 最 多流向

風 速 最 多風 向1m Ism 30m 底層 1 m 15 〝‡ 30 m 底 層 30 〝‡ 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現#均平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現率絢

平均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現抑 平均風速仙 1 l 7.4 7.5 7.5 7.1 33.93

- - - 0.ll 0.04 S 14.8 0.06 - - - - -

2 7.4 7.5 7.5 7.5 33.88 - - - 0.29 0.06 S 23.6 0.09 - - - - -3 6.9 6.9 6.8 6.3 33.99 (34.18)(34.ll)(34.10) 0.25 0.08 SSW 24.4 0.12(0.14(0.04 S 16

.9 0.04平 舘 4 6.9 6.9 6.9 6.2 34.ll 34.06 34.00 34.14 (0.

18)(0.07) N 15.6 0.ll 0.32 0.06 NNE 21.7 0.085 6.9 7.0

7.0 6.5 34.ll - - 34.15 - - - - - 0.18 0.06 NE 20.4 0.076 7.0 7.1 7.1 7.0 34.ll - - 34.12 - - - - - 0.ll 0.03 N 17.1 0.06恥 4青 森 123456 6.26.25.65.15.45.1 6.36.25.75.25.55.2 6.16.15.65.05.35.l 5.96.15.54.95.25.1 34.1334.O834.0534.0634.06 (34.02) 34.04 34.08(33.86) 87,8.687.8.588,8.687,8.786,8.790.9.0

恥 6 1 2.6 2.7 2.7 2.7 - - - - 86.9.184,9.1 - 0.8 15.6

9.5 WNW 42.4 ll.32 2.0 2.0 2.3 2.2 (33.90)(33.96)(33.91)(33.86)86,9.285.9

.2 0.3 13.2 5.0 WNW 15.2 7.23 3.0 2.9 2.7 2.6 33.86 33.93 33.87 3

3.88 87,9.186.9.0 - 1.l 19.1 10.3 WNW 40.0 12.9東 湾 4 2.5 2.5 2.5 2.5 33.80 33.87 33.84 3声.88 86,9.284,9.0 1.7 16.1 6.3 WNW 15.0 10.3

5 2.8 2.9 2.7 2.6 33.81 33.89 33.84 33.87 87,9.285,9.0 0.9 17.7 8.3 W 2

3.0 12.36 2.3 2.4 2.5 2.5 33.78 33.8■5 33.83 33.86 88.9.3
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均,実用 ) 溶 存 酸 素･半%T思低 , 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :16方位､流速 '.m/see) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 五 哀 ｢(半句代表値､風向 :16万位､風速 :

m/see)IS M

底 層流 速 最 多 流向 流 速 最 多 流向

風 速 最 多風 向1m 15〝I Son 底層 1 m Is m 30 m 底 層 30 m 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現--S,′ 平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現靭

平均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現靭 平均風速恥 1 l 6.7 6.8 ■6.9 6.6 34.09 -

- 33.97 - - - - - 0.14 0.02 N 13.6 0.04

2 6.4 6.5 6.6 6.0 34.08 - - - - - - - - 0.18 0.

05 NNE 19.2 0.063 6.3 6.3 6.3 5.8 34.03 - - - - -

- - - 0.14 0.03 NNE 21.7 0.04平 館 4 6.4 6.4 6.4 6.4

33.99 - - - - - - - - 0.ll 0.02 S 24.4 0.035

6.6 6.6 6.7 6.4 33.94 - - - - - - - - 0.16 0.04 N 28.6 0.066 6.4 6.5 6.5 6.3 33.78 - - - - - - - - 0.14 0.03 N 15.8 0.04上も4青 森 123456 5.55.55.25.35.86.0 5.65.55.15.15.55.9 5.45.54.95.05.45.8 5.35.54.95.05.35.3 34.1034.0433.9833.9833.9633.91 (34.00)33.9033.8833.79 (34.04)33.9833.9433.89 (34.03)33.9533.9333.9233.93 90,9.091.9.088,8.989.8.989,8.884.8.4

上も6 1 2.6 2.6 2.6 2.5 33.81 33.89 33.83_ 33.85 87,9.385,9.0

0.1 14.0 7.2 W 37.5 9.42 3.2 3.2 3.0 2.9 33.87 33.95 33.88 33.90 88,9.2

85,9.0 0.3 15.3 8.7 WNW 32.5 10.13 3.7 3.8 3.6 3.5 33.95 34.03 33.9

5 33.96 88.9.186.8.9 0.2 13.5 6.0 W 26.7 8.2東 湾 4 4.1 3.9 3.3 3..3 33.93 33.97 33.87 33.88 86.9.084,8.8 3_2 ll.2 3.7 W 26.3

5.85 4.1 3.9 3.6 3.3 33.84 33.82 33.84 33.82 86.8.982,8.5 3.3 13.4 5.0 WNW 21.8

8.56 4.3 4.1 3.8 3.6 33.79 33.77 33.79 33.81 87.9.083,8.6 3.3 1
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用 ) 溶 存 酸 素･半ôT 慧 低, 流 向 .流 速 (半句代表値､流向:16方位､流速 :m/see) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16万位､風速 :

m/see)15 〝!

底 層流 速 最 多 流 向 流 速 最 多 流向

風 速 最 多風 向1m Ism 30m 底層 1 m Is m So n 底 層 30 m 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現#均 平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現率的

平均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現率狗 平均風速恥 l l 7.2 7.2 7.1 7.0 (34.05)(34.14)(34.13)(34.16)

0.29)0.10) S 36.9 0.12 0.18 0.04 S 25.4 0.062 7.8 7.7 7.6 7.4

33.79 34.ll 34.10 34.13 0.20 0.08 SSW 20.8 0.09 0.14 0.04 S 31.7 0.063 7.5 7.5 7.4 7.2 33.32 (34.05)(34.04) 34.ll 0.34 0.12 NNE 30.3 0.16 0.14

0.02 S 16.0 0.03平 舘 4 7.8 7.5 7.6 7.6 33.48 - - 34.03 0.18 0.04 S
14.2 0.05 0.16 0.04 NE 15.8 0.055 8.4 8.2 8.0 7.6 33.

68 - - 33.96 0.18 0.06 S 25.8 0.09(0.09)0.02)ENE 由.2 0.016 8.8 8.5 8.1 7.8 33.82 - - 33.91 0.34 0.ll S 49.2 0.12 - - - - -Jh4青 森 123456 6.37.57.68.18.59.1 6.06.46.97.27.78.3 5..96.46.46.97.17.7 5.76.15.96.77.37.4 33.93(33.94) 85,8.485,8.380,7.987.8.581,7.886.8.2

Jh6 1 4.4 4.3 4.0 3.7 33.67 33.73 33.75 33.80 88,9.083.8.6 5.

5 18.9 5.8 W 24.2 8.62 5.8 4.5 4.5 (4.4) 33.71 33.73 33.76 (33.82)88,8.984,8

.5 7.0 14.6 4.1 W 14.2 10.23 6.2 5.7 5.4 4.8 33.72 (33.67)

33.75 (33.82)88.8.984,8.5 4.7 ll.3 7.1 ESE 50.0 8.5東 湾 4 6.6 5.6 5.3 (5.1) 33.50 - (33.62)(33.76)88.8.883.8.3 6.4 8.9 2.7 ENE

19.2 4.15 7.5 6.9 5.2 4.9 33.37 - - (33.71)85,8.682,8.2 7.8 12.0 5.6 W

30.8 8.36 8.5 (7.1) 5.5 - 33.02 - - - 84,8.481,- 9.3 15.7 3.8
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用 ) 溶 存 酸 素･半ôT思 低 , 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :1_6方位､流速 :m/see) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16方位､風速 :

m/see)15 〝‡

底 層流 速 最 多 流 向 流 速 最 多 流向

風 速 最 多風向1m 15m 30m 底層 1 m Is m 3) m 底 層 30 m 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現率狗 平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現翻

平均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現翻 平均風速Hal l 9.4 9.0 8.6 8.3 33.69 -

- 33.89 0.47 0.15 S 38.3 0.18 - - - - -2 10.0 9.6 9.3

8.9 33.48 - - 33.70 0.52 0.18 S 31.1 0.20(0.25)(0.07 SSE 17.9 0.133 ll.1 10.5 9.8 9.1 33.26 - - 33.71 0.50 0.18 SSW 35.8 0.21

(0.18)0.08)SSE 19.8 0.08平 舘 4 ll.3 ll.1 10.8 10.1 33.41 - -

33.64 0.43 0.16 S 36.4 0.21 - - - - -5 ll.8 ll.4 10.6 9.8 33.40 -

- 33.84 0.32 0.10 NNE 22.5 0.14 - - - - -6 12.8 12.3 ll.3 10.4 33.44 - - 33.84 0.56 0.16 S 32.2 0.24(0.52)0.10) S 28.2 0.14上も4青 森 123456 10.610.5ll.9ll.512.513.0 8.79.710.2ll.0ll.412.1 8.18.09.710.210.310.9 7.68.39.29.39.09.8 (33.15)(33.35)(33.50)(33.66) 88.8.384.7.879.7.368.6.274,6.981,7.5

Iも6 l 9.5 - 5.7 - 33.19 - - - 87,8.781. -

ll.3 ll.5 5.1 W 33.3 5.32 9.6(9.2) 7.5(5.4 33.06 - - (33.75)88,8.680

,8.0 9.8 13.9 5.6 W 20.2 5.93 ll.6 10.1 7.9 5.3 33.14 33.23 33.60 33.7

1 94,8.781,8.0 ll.4 14.7 3.7 SE 15.8 4.5東 湾 4 ll.0 10.8 9.3 7.1 33.30 33.22 33.46 33.54 94.8.585,8.2 13.1 12.4 5.1

W 32.5 4.95 ll.8 ll.3 10.5 7.6 (33.21) 33.16 33.32 33.50 94.8.480.7.6 12.5 ll.0 4.4 ESE 6.7 8.

36 12.5 12.0 10.7 8.0 - 33.ll 33.32 33.42 93.8.380.7.5 12.5 13.8 4.4
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用 ) 溶 存 酸 素(半ôT急 低 , 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :16万位､流速 :m/see) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16万位､風速 :

m/see)Is m

底 層流 速 最 多 流 向 流 速 最 多 流 向

風 速 最 多風 向1m 15〝1 30m 底層 1 m 15mm 3O m 底 層 30 m 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現率均 平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出

現率均平均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現翻 詔仙 1 1 14.0 13.1 ll.7 10.4 33.13 33.51 33.76 34.04

0.23 0.05 SSW 16.8 0.07 0.41 0.13 S 16.0 0.162 13.4 12.9 ll.5 10.4(3

3.40)(33.68) 33.82 34.01 0.32 0.03 NNE 23.5 0.05 0.29 0.13 S 23.5 0.143 12.8 12.6 ll.3 10.1 - - 33.66 34.09 (0.09)(0.00)NNE 62.5 0

.01 0.23 0.09 S 17.5 0.ll平 舘 4 14.0 12.7 ll.5 10.2 - - 33.73

34.10 - - - - - 0.29 0.ll S 21.7 0.125 14.9 13.1 12.

0 ll.2 - - (33.81) 34.13 - - - - - 0.38 0.12 S 20.8 0.156 16.5 15.0 13.5 12.2 - - - 34.OO - - - - - 0.27 0.10 SSW 15.8 0.ll仙 4青 森 123456 14.214.313.315.016.017.1 12.712.812.212.312.312.9 ll.2ll.0ll.1ll.1ll.212.6 9.310.29.99.510.0.ll.5 33.0833.1033.1632.9133.1233.17 33.3533.29(33.66) 33.5233.5933.8033.8333.9233.89 33.9033.8734.0234.0734.0633.94 82.7.584,7.685,7.791,8.291.8.190.7.9

恥 6 1 13.6 12.3 10.3 8.0 - 33.08 33.33 33.43 90,8.073,6.9 14.I

12.6 4.2 W 31.I 7.82 13.4 13.3 ll.9 9.0(33.13) 33.09 33.27 33.55 91,8.177.7.1

13.6 12.1 7.2 ESE 33.1 8.53 13.1 13.1 ll.6 8.7 33.15 33.06 33.33 34

.09 93.8.180,7.3 ll.4 8.6 5.4 ESE 70.8 5.8東 湾 4 14.1 13.4 10.6 8.8 33.16 33.09 33.82 34.ll 80,7.383,7.6 14.5 6.6 2.9 ESE 18.8 3.9

5 15.7 13.6 9.9 8.7 33.14 33.13 33.86 34.12 82,7.578,7.2 16.6 10.2 i.o W

15.0 6.46 16.5 14.5 9.9 8.8 33.08 33.10 33.84 34.10 84.7.776,7.0 16.0 7.5 3.7 ENE 2
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃) 塩 分(半句平均､実用 ) * # # #(半%?思低, 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :16方位､流速 :m/see) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16万位､風速 :

m/see)15 m

底 層流 速 最 多 流 向 流 速 最 多流 向

l 風 速 最 多風 向lm Ism 30m 底層 l m 15 m 30-m 底 層 3) m 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現靭 平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現翻

平均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現翻 平均風速仙 l 1 16.4 14.7 13.4 12.2 (33.52)(34.10)(34.17) 34.05 (0.36
)0.13) S 35.2 0.18 0.27 0.12 SSW 18.8 0.15 Ii2 17.5 15.8 14.3 12.8

33.15 33.91 34.12 34.20 0.25 0.09 SSW 27.5 0.10 0.34 0.12 SSW 17.5 0.163 17.9 17.2 15.6 14.2 - (33.75)(33.05) 34.02 0.32 0.07 S 18.3 0.12 0.36

0.12 S 15.0 0.ll平 舘 4 18.1 17.2 15.9 13.8 - - - - 0.32 0.12 SSW 29.2 0.15 0.47

0..18 ′S 18.3 0.225 19.7 18.2 16.3 14.2 (33.29)(32.84)(33.42)(33.80) 0

.56 0.14 S 25.2 0.22 0.54 0.17 S 20.9 0.236 21.4 19.8 17.5 15.0 32.29 32.76 33.29 33.76 0.86 0.21 S 22.3 0.27 0.47 0.17 S 27.3 0.17Iも4青 森 123456 17.518.517.918.920.322.7 15.415.316.217.718.019.5 13.313.614.616.717.317.4 ll.312.312.514.113.513.9 32.9532.9633.1232.3332.1732.09 (33.84)33.6733.2132.6932.43 (34.O8)34.0433.6933.2532.97 33.9434.0234.0034.0433.9633.83 90,7.994,8.080,6.889,7.586,7.486,7.3

恥 6 1 17.0.15.5 10.6 9.4 - 33.05 33.80 33.96 87.7.773.6.6 ii

17.7 13.4 4.4 W 31.I 5.82 17.8 16.3 ll.8 9.5 - 33.07 33.87 33.93 95,8.468,6.2

17.6 9.4.4.7 W 22.5 5.13 17.4 16.3 12.0 9.9 (33.01) 33.15 33.87 33.8

6 90.7.965.5.9 18.1 8.2 4.2 W 22.0 4.8東 湾 4 18.4 17.8 12.7 ll.8 32.81 33.20 33.63 33.83 102,8.472.6.4 19.0 10.5 4.4 W

28.3 5.45 19.9 18.5 15.8 12.5 32.65 32.91 33.59 33.72 98,7.894,8.0 20.6 8.4 2.1 SE 15.3

3.76 22.2 18.7 16.5 13.3 32.58 32.91 33.32 33.64 96,7.679,6.7 23.0 8.3 3.3

W 26.8 3.8恥
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用) 桁 存 酸 素(半ôP急 低, 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :16方位､流速 :m/SeC) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16方位､風速 :

m/see)Is m

底 層流 速 最 多 流向 流 速 最 多流 向

風 速 最 多風 向1m 15〝; 30m 底層 1 m Is m 30 m 底 層 30 m 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現翻平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現率均

平均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現#均 平均風速tもl 1 22.4 20.9 18.9 16.6 32.59 33.04 33.40 33.72

0.65 0.18 S 17.3 0.32 0.47 0.16 S 22.9 0.172 24.2 22.0 19.3 16

.3 32.66 33.08 33.45 33.84 0.29 0.ll N 10.4 0.13 0.36 0.14 S 21.7 0.123 25.3 24.0 21.2 17.6 33.09 33.30 由.56 33.90 0.50 0.18 SSE 15.4 0.26 0.54 0.17 SSW

21.4 0.15平 館 4 25.0 23.5 ?0.9 17.8 33.17 33.48 33.71 33.95 0.74 0.17 S 14.4 0.2

8 0.43 0.16 S 22.0 0.175 25.3 24.4 20.4 17.5 32.94 33.25 33.77 34.00 0.63

0.ll NNE 14.2 0.08 0.41 0.14 SSE 20.8 0.136 25.0 24.4 22.0 18.8 33.37 33.60 33.77 33.98 0.50 0.15 N 13.3 0.14 0.43 0.17 S 23.1 0.17恥 4青 森 123456 23.024.625.525.825.525.4 19.929.923.224.322.624.2 17.818.520.420.218.920.5 14.615.515.615.516.316.9 32.1332.ll32.5332.8032.9832.80 32.7132.8532.9533.3033.2233.19 33.2733.2333.0833.2233.2733.35 33.8333.8733.8934.0

034.0534.05 ＼ 82.7.087,6.983,6.982,6.889.7.089,7.2恥6

l 22.8 19.7 17.3 13.2 32.46 32.71 33.22 33.69 95,7.578,6.7 23.4

ll.2 3.7 ESE 23.7 5.52 24.6 19.7 17.7 13.8 32.31 32.67 33.16 33.59 96,7.572,6.0

25.7 6.2 1.3 NE 17.2 1.93 25.6 20.8 18.1 14.5 32.36 32.66 33.12 33.52

89,7.058,4.7 25.8 10.1 3.7 W 18.3 5.6東 湾 4 25.7 22.6 18.4 15.2 32.54 32.69 33.04 33.41 97,7.545,3.7 25.1 10.4 4.2 ESE 23.7

5.05 26.0 22.4 18.1 13.9 32.55 32.71 33.14 33.82 87,6.740,3.3 24.9 7.8 3.7 ESE 17.5 5.

16 25.5 23.3 l畠.5 14.5 32.67 32.85 33.12 33.65 83,6.528,2.3 24.4 8.7 4.2 ESE 20.9 5.8
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用 ) 溶 存 酸 素･半ô? 急 低 ) 流 向 . 流 速 (半句代表値､流向 :16万位､流速 :′〃/sec) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16方位､風速 :

m/sec)

15 m 底 層流 速 最 多 流 向 流 速 最 多 流 向

風 速 最 多 風 向1m Ism 30m 底層 l m Is m 30 m 底 層 30 m 底 層 半句最高.半句平均 流 向 出現翻 平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現率狗平

均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現#均 平均風速仙 l 1 24.6 24.0 22.2 20.1 33.32 33.64 33.76 33.89

0.65 0.17 S 17.6 0.30 0.36 0.15 S 20.2 0.172 24.5 24.4 23.5 21.1 33

.54 33p.60 33.67 33.79 0.59 0.10 SSW 14.8 0.22 0.34 0.12 NE 16.5 0.123 24.4 ?4.3 24.1 21.9 33.52 33.52 33.53 33.70 0.38 0.05 N 21.0 0.04 0.29 0.09 NNE 13,4

0.09平 館 4 24.2 24.1 23.6 21.0 33.43 33.44 33.49 33.71 0.47 0.09 SSE 18.1 0.07 0

.32 0 . 12 SSE 16.4 0.ll5 23.3 23.3 22.8 19.5 33.46 33.46 33.50 33.85 0.36 0.1.3

NNE 20.0 0.13 0.32 0.13 SSE 20.8 0.126 21.9 21.9 21.1 18.4 33.45 33.44 33.62 33.94 0.43 0.15 NNE 40.7 0.19 0.32 0.ll SSE 16.9 0.15仙 4青 森 123456 24.524.023.823.422.922.0 24.124.023.823.422.922.0 22.423.123.923.422.921.6 18.019.521.921.318.517.9 33.2433.3533.4733.4533.4233.39 33.4033.3333.4333.4533.4533.44 33.5433.6133.5433.4633.4233.47 34.0533.9133.7333.6533.8633.81 90,7.085.6.464,4.672.5.281,5.980,6.2

仙 6 1 24.6 23.4 18.5 16.0 32.82 32.99 33.05 33.43 55,4.325.2.1 24.

4 21.4 4.7 W 17.3 8.52 23.8 23.7 19.9 16.6 32.94 33.02 33.00 33.37 77,6.049,.3

.9 22.9 - - - - -3 23.3 23.3(23.5 18.0 32.87 33.09 (33.26) 33.10 93,

6.949,3.9 19.3 (9.6)(2.7)NNE 21.8 3.6東 湾 4 22.9 23.0 23.2 18.6 32.92 33.09 33.32 32.99 87,6.243,3.3 20.3 9.8 3.7 NE 12.6

3.85 22.4 22.5 22.6 18.1 32.94 33.04 33.16 33.14 74.5.419.1.5 18.5 10.1 6.0 SE 16.8 6.

86 21.7 21.7 21.7 16.2 32.91 33.15 33.17 33.98 95,7.040.3.2 17.5 13.2 6.8 SE 36.4 7.2
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用 ) 溶 存 酸 素(半%T思 低) 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :16方位､流速 :m/see) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16方位､風速 :

m/see)15 m

底 層流 速 最 多 流 向 流 速 最 多流 向

風 速 最 多風 向lm 15m 30m 底層 1 m lIs m 30 m 底 層 30 〝‡ 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現#均 平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現率狗

平均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現翻平均風速fbl l 20.9 20.9 20.7 19.6 33.55 33.58 33.69 33.80

0.29 0.10 S 19.0 0.13 0.34 0.10 SSE 23.3 0.122 20.3 20.3 19.9 19.0

33.66 33.71 33.75● 33.83 0.47 0.14 SSW 15.0 0.20 0.25 0.10 S 20.0 0.123 20.6 20.6 20.5 20.2 (33.43) 33.50 33.51 33.58 0.41 0.12 S 25.0 0.18 0.27 0.08 SE

17.9 0.08平 舘 4 20.2 20.2 20.2 19.9 - 33.31 33.35 33.42 0.32 0.08 S 27.5

0.ll 0.27 0.09 SSE 16.7 0.ll5 19.2 19.2 19.2 18.8 - 33.25 33.32 33.44 0.18

0.03 N 15.4 0.03 0.18 0.06 SSE 14.5 0.046 18.2 18.2 18.2 18.0 - 33.39 33.52 33.57 0.18 0.04 NNE 20.3 0.06 0.14 0.05 NNE 16.0 0.-04Iも4青 森 I23456 20.819.919.519.218.617.8 20.819.919.519.218.617.8 20.219.719.519.218.617.8 18.818.019.419.218.617.7 33.30 33.4633.5133.4033.3533.3833.39 33.5833.5833.5033.3733.4133.42 33.7133.8633.6533.4633.4333.40 86,6.684,6.479,6.080,6.191,7.092,7.2

Jh6 1 20.4 20.4 20.4 16.6 - 33.10 33.13 33.75 79.6.061,4.7

17.9 18.4 9.5 W 44.9 ll.42 19.7 19.7 19.7 18.9 - 33.24 33.26 33.29 94,7.164,4.9

16.5 14.7 6.7 SE 18.5 9.33 19.3 19.4 19.4 16.8 - 33.16 33.21 33.73 92,7.0

56,4.4 17.0 13.1 4.9 WNW 19.5 8.4東 湾 4 18.7 18.7 18.7 18.1 33.19 33.16 33.22 33.51 93,7.259,4.6 12.5 12.9 7.0 WNW

29.9 9.15 17.8 17.9 17.8 17.8 33.23 33.20 33.23 33.25 92.7.193,7.2 (ll.5) 12.4)(6.6)WNW 45.2 7.9

6 16.7 16.7 16.7 16.7 33.18 33.19 33.15 33.18 93,7.394,7.5 (14.0)(6.1)(1.9)NNE 23.0

2.0仙 2 1
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用 ) 溶 存 酸 素(半%T急 低 , 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :16方位､流速:m/see) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16方位､風速 :

m/see )IS M

底 層流 速 最 多流 向 流 速 最 多流 向

風 速 最 多風向lm Ism 30m 底層 l m Is m 30 m 底 層 30 m 底 層 差障 冨 流 向 出現率狗 平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現朝絹 平

均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現#%)平均風速仙 1 1 17.6 17.6 17.6 17.1 - 33.39 33.52 33.66

0.32 0.05 NNE 27.7 0.08 0.18 0.06 S 14.3 0.072 17.4 17.3 17.2 1

6.8 - 33.33 33.50∃33.63 0.25 0.05 N 17.6Fo.05 0.23 0.05 S 14.3 0.073 16.7 16.7 16.6 16.4 - 33.54 33.57 33.69 0.38 0.09 SSE 13.9 0.08 0.25 0.06 N

13.9 0.09平 館 4 16.6 16.6 16.5 16.4 - - 33.56 (33.65) 0.23 0.08 SSW
27.2 0.09(0.14)0.03 S 13.0 0.045 16.5 16.5 16.4 16.3 - - 33.47 33.59 0.63 0.19 S

36.8 0.28 0.54 0.ll S 30.1 0.136 (15.I)15.2)(15.1(14.6 - - (33.46)(33.50) (0.18(0.06) NW 14.7 0.04(0.18)0.05)NNE 24.5 0.10Jh4青 森 123456 17.116.616.114.915.014.2 17.116.616.114.914.914.2 17.116.616.114.914.914.2 17.116.316.114.914.714.2 (33.25)33.3933.3733.4333.52 33.3633.2933.4033.3433.3733.53 33.4133.3533.4133.3733.4033.51 33.4333.5433.4133.3833.4033.51 92,7.384,6.790,7.291.7.490,7.491,7.5

Jh6 1 16.0 16.0 16.0 16.0 33.20 - 33.16 33.19 94.7.594,7.5 l

l.6 12.4 7.3 W 18.5 10.02 15.7 15.7 15.7 15.6 33.25 - 33.20 33.25 93,7.5

94,7.6 14.2 12.6 5.5 ENE 20.2 5.33 15.0 15.0 15.0 15.0 33.24 - 3

3.18 33.20 93,7.695.7.8 (9.3) 16.8 10.0 W 39.6 12.1東 湾 4 13.9 13.9 13.9 13.8 33.28 - 33.18 33.20 92,7.694,7.8 - 14.3 7.5 W 25.

9 9.15 13.I 13.1 13.0 13.0 33.27 - 33.15 33.19 92,7.894,8.0 - 15.8 8.2 W 34.8 1

0.46 ll.8 ll.7 ll.5 ll.3 33.29 - 33.ll 33.12 91,7.893.8.1 - 16.5 10.9 W 4

7.6 12.4恥
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ブ イ 半句 水 温(半句平均､℃ ) 塩 分(半句平均､実用 ) 溶 存 酸 素･半ôP 急 低 , 流 向 .流 速 (半句代表値､流向 :16方位､流速 :m/see) 気 温(半句平均 )℃ 風 向 . 風 速(半句代表値､風向 :16万位､風速 :r

l/see)Is m

底 層流 速 最 多 流 向 流 速 最 多 流 向

風 速ヽ 最 多 風 向1m Ism 30〝‡ 底層 l 桝 Is m 30 m 底 層 30 m 底 層 半句最高 半句平均 流 向 出現率¢匂 平均流速 半句最高 半句平均 流 向 出現翻

平均流速 半句最高 半句平均 風 向 出現翻 平均風速I血l l 14.6 14.6 14.4 14.2 - - 33.53 33.57

0.23 0.04 S 33.9 0.04 0.ll 0.03 SSW 16.5 0.032 14.5 14.5 14.5 14.4

33.62 33.62 33.64 33.67 0.44 0.14 S 35.4 0.18 0.33 0.08 SSE 26.5 0.103 13.6 13.7 13.6 13.5 33.64 33.65 33.66 33.66 0.34 0.08 S 25.0 0.ll 0.15 0.05 SSW

24.1 0.05平 舘 4 12.6 12.7 12.6 12.6 33.70 33.70 33.72 33.75 0.25 0.10 S 29.4 0.14

0.16 0.05 S 33.9 0.055 12.7 12.7 12.7 12.6 33.77 33.77 33.77 33.79 0.21)(0.0

4)SSE 19.2 0.07 0.12 0.04 NE 12.5 0.056 ll.0 ll.0 ll.0 10.9 33.72 33.69 33.71 33.75 0.18 0.06 NNE 22.6 0.09 0.18 0.04 NNE 23.4 0.06仙 4青 森 I23456 13.212.4ll.910.910.09.5 13.212.5ll.9ll.010.09.5 13.212.5ll.910.910.09.5 13.212.5ll.910.910.09.5 33.4433.4233.4833.5033.5033.57 33.4533.4233.4833.5133.5133.60 33.4333.4333.4733.4833.5033.60 33.4333.4233.4533.

4833.5033.60 91.7.790.7.888,7.688,7.788,7.988.7.9恥 6

l 10.9 10.9 10.8 10.4 33.29 33.25 33.19 33.19 89,7.992,8.2 (5.4

) 17.2 7.2 W 30.7 10.72 ll.2 ll.1 10.9 10.3 33.41 33.33 33.31 33.22 89,7.89

2,8.2 1.2 15.7 8.2 W 26.7 8.63 10.I 10.0 10.0 9.9 33.39 33.28 33.30

33.28 88,7.891,8.1 - 0.3 14.6 7.8 WNW 24.3 9.8東 湾 4 8.7 8.7 8.6 8.4 33.37 33.25 33.25 33.24 88,■8.091,8.4 0.2 15.5 8.6 W 39.4 9.3

5 7.7 7.6 7.6 7.3 33.35 3.3.24 33.24 33.24 87,8.390.8.6 0.5 18.0 9.6 WNW 40.5 12.1

6 7.3 7.3 7.2 7.1 33.42 33.36 33.32 33.37 88.8.390,8.6 4.1 17.5 9.7


